
1

中学校技術・家庭科

第１８回千葉県中学生創造ものづくり教育フェア

「豊かな生活を創るアイデアバッグ」コンクール開催要項

１ 目的 〇「ものづくり」の発表を通して，知識や技能を習得し，活用することによりものをつ

くることや活用の喜びを味わう機会とする。

〇技術・家庭科で習得した知識や技能を生かした被服作品等の設計，製作を通して，も

のをつくる喜びや仲間と競技をする喜びを味わう機会とする。また，発表の場を通し

て，他校生徒との交流を図り，合わせて知識や技能の向上を図る機会とする。

〇自分や家族の生活をより豊かにするために，個性や工夫を生かした製作の目的を明確

にすることにより，製作や活用の喜びを味わう機会とする。

〇製作を通して，ものを大切にする心や成就感，自分や家族の生活を豊かにすることの

大切さを実感する機会とする。

２ 主催団体等 主催：関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究会

千葉県教育研究会 千葉県教育研究会技術・家庭科教育部会

共催：千葉県教育委員会 千葉市教育委員会 千葉県木材振興協会

千葉県技術・家庭教育振興会

後援：千葉県 千葉県中学校長会 公益財団法人千葉県学校給食会

協賛：双葉電子記念財団 山崎教育システム株式会社 開隆堂出版株式会社

東京書籍株式会社 キッコーマン株式会社

３ 日程 令和４年１０月 ７日（金）第１次審査会（レポート審査）

※第２次審査会へ出場する７名を選出する。

令和４年１１月１２日（土）第２次審査会（作品審査・プレゼンテーション）

※Zoom を使ったオンライン開催

１０：００～ 受付

１０：２０～ オンライン開会式

１０：３０～ 作品審査、オンラインプレゼンテーション発表、質疑応答

総合審査（結果集計）

オンライン閉会式

４ 競技の課題および課題製作上の注意

1 競技の課題について

『バッグ（ショルダーバッグ，トートバッグ，リュックサックなど）』とする。

② 使用する布について

・バッグ本体の全部または，一部に，家庭にある自分または，家族の衣服を用いる。

その他，衣服以外の布などを加えてもよい。

③デザイン及び機能について

・衣服の一部をそのままの形で 1つ以上活用する。
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（例：ポケットの形状やボタンをそのまま利用する など）

・『バッグ』の口を閉じられるようにして，中身が出ない工夫をする。

④ 縫製について

・入れるものに必要な強度が保たれるように，布目の方向や縫い目の大きさ及び縫い代の始末の

仕方などを工夫する。

・バッグのいずれかの部分にまつり縫いを取り入れる。

・スナップは，必ず１つ以上付ける。

・３時間程度で製作できる作品とする。

⑤ レポートについて

・レポートには，「テーマ」，「構想」，「自分や家族の生活を豊かにする視点」，「私にとってのも

のづくりの視点」と「衣服の再利用の工夫（どの部分をどのように 活用するか）」その理由を

明記すること。また，まつり縫い・スナップを取り入れた部分を明記すること（朱書きする）。

・解体前の全体像を，写真またはイラストで表す。

⑥ プレゼンテーションについて

・当日はオンラインにて「製作した『バッグ』について，３分以内の発表を行う。その際，利

用方法， 「自分や家族の生活を豊かにする視点」「私にとってのものづくりの視点」，「衣服

の再利用の工夫の視点」から発表をする。そのあと審査員から作品や製作について２分程度

質疑応答を行う。

・プレゼンテーションは「zoom」でできること全てを認める。

５ 審査項目

レポート

【４５点】

記述内容 「自分や家族における課題」，「解決方法（衣服等の

再利用を含む）」，「期待される効果」，「製作工程

」，「型紙の配置」，「まつり縫い・スナップを取り

入れた部分」を具体的に記述しているか。

縫 製

【３５点】

縫い代の幅と始末

の仕方

・布やバッグの部位に応じて、適切な幅であるか、縫

い代を適切に始末しているか。

ミシン縫い ・バッグの部位に応じて、縫い目の大きさや強度が保

たれる工夫をしているか。

手縫い（まつり縫

い、スナップ）

・まつり縫いが適切にできているか。

・スナップを適切に付けているか。

出来栄え ・作品の出来栄えはどうであるか。

発 表

【３５点】

発表内容 実際に入れるものを使い、テーマで意図したことを次

の３つの視点から具体的に説明しているか。

・「自分や家族における課題」

・「解決方法（衣服等の再利用を含む）」

・「期待される効果」

３分以内の発表と２分程度の質疑応答を行う。
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送付先： 松戸市立第一中学校 舩迫 千春 宛

〒271-0076 松戸市岩瀬 587 TEL 047-363-4171

千葉市立轟町中学校 校長 豊川 ますみ

〒263-0021 千葉市稲毛区轟町 3-5-14 TEL 043-251-4305 FAX 043-284-4974

衣服の

再利用

【３０点】

デザイン及び

機能性

・衣服の一部の利用は、テーマに応じたデザインにな

っているか。

・衣服の一部の利用は、テーマに応じた機能を満たし

ているか。

・使う人の立場に立った工夫がなされているか。

６ 参加申込み

（今年度はオンラインのため参加費は無料です。）

（１）申込み先 ８月３１日（水）までに、下記のアドレスに申し込む。

（２）申込み方法 大会参加申込書を、E-mailで gikachiba@gmail. com にて申し込む。

※確認メールの返信あり

（３）製作レポート提出について

①９月２８日（水）必着で応諾書と「製作レポート」（カラー５部）を下記担当まで郵送する。

（製作レポートは規定の用紙を用い、必ずペン書き（鉛筆不可）（色も付ける）をして、Ａ

４版片面印刷で提出する）

② 第２次審査会へ出場決定の連絡は、10 月 11 日（火）までに各学校担当者に FAX で連絡をし

ます。

（４）作品の提出について

① 第２次審査出場者は、11 月４日（金）必着で、作品を下記担当まで郵送する。

② 審査後、作品等を返却するための「着払い伝票」も同封する。

（５）参加日程

令和４年 ８月３１日（水） 参加申込締め切り

（提出先：gikachiba@gmail. com へ）

９月２８日（水） 応諾書、製作レポート５部送付期限

（提出先：松戸市立第一中学校 舩迫千春宛）

１０月 ７日（金） 第１次審査

１０月１１日（火） 学校を通じて本人に審査結果を連絡

１１月 ４日（金） 作品、着払い伝票送付期限

（提出先：松戸市立第一中学校 舩迫千春宛）

１１月１２日（土） 第２次審査

７ その他

（１）出場数に制限はないので、千葉県内の中学生であれば、誰でもエントリーすることができる。

（２）上位入賞者３名に賞状を授与するとともに、上位２名は関東甲信越大会へ出場する。

※本コンクールに関わる諸連絡、質問等の連絡先


